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海外情報

はじめに
世界の砂糖消費量は、人口増加と共に増加し、

2025/26年度（10月～翌９月）は、１億9035万

トンと２億トンに迫りつつある（図１）。しかし、

近年の砂糖消費量の増加率は、人口増加率を下回っ

て推移しており、一人当たりの消費量は緩やかに減

少している。地域別では、アフリカやアジアでは増

加傾向にある一方、欧州や南米では減少傾向にある。

世界の甘味料の需給動向

調査情報部

【要約】
　世界の砂糖消費量は、人口増加などを背景に増加を続けている。しかし、一部の国・地域では、消費者
の間に砂糖以外の甘味料を選択する傾向が拡大していることなどから、今後の砂糖消費量は減少する可能
性があると考えられている。特に、近年のアジアでは、中国を筆頭に砂糖以外の甘味料の消費が伸びてお
り、今後も堅調な需要が見込まれている。
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資料：�GlobalData UK Ltd.「Quarterly Statistical Update, December 2025」およ
び総務省統計局「世界の統計2024」により農畜産業振興機構作成

注１：年度は、国際砂糖年度（10月～翌９月）。
注２：人口は、括弧書きの各年７月１日現在の値。
注３：23/24年度および24/25年度の数値は推定値、25/26年度の数値は予測値。

図１　世界の砂糖消費量
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こうした砂糖消費量減少の要因には、砂糖の健康

リスクについての論争やそれに伴う一部の国・地域

における砂糖税の導入のほかに、消費者の間で甘味

料の選択肢が拡大していることも一因として考えら

れる。例えば、異性化糖は、1960年代に日本で開

発され、その後、米国での商業的生産を皮切りに砂

糖の代替甘味料として世界中で使用されてきた。ま

た、でん粉由来の糖であるブドウ糖や糖アルコール

であるソルビトールは、甘味調整に加え、風味調整、

食感向上などの目的で菓子、加工食品などに幅広く

使用されており、消費者の関心も高い。

本稿では、砂糖と競合し、世界の砂糖需給に影響

を及ぼすとともに消費者の関心が高いと考えられる

砂糖以外の甘味料について、2020年から24年ま

での需給動向を中心に報告する。

なお、本稿で取り扱う統計情報は、農産物の需給

などを調査する英国の調査会社GlobalData UK 

Ltd.の調査結果に基づくものであり、図表は特段の

記載がない限り、同社の資料を基に農畜産業振興機

構が作成した。

１　甘味料の分類
甘味料とは、「食品に甘味を与えることを目的に

使用されるもの」であり、糖質系甘味料と非糖質系

甘味料の二つに分類される（図２）。

このうち、糖質系甘味料は、１）砂糖、２）異性

化糖などのでん粉由来の甘味料、３）その他の糖、４）

糖アルコール―に分類される。非糖質系甘味料は、

１）植物由来のステビアなどの天然甘味料、２）合

成甘味料（注）―に分類される。

また、砂糖や天然甘味料などのように自然に存在

する物質から取り出された成分を主成分とする甘味

料のほか、人工的に化学合成された甘味料があり、

糖アルコールと合成甘味料がこれに相当する１）。

（注）�「食品表示基準について（平成27年３月30日消食表
第139号）」では、第21次改正（令和２年７月16日
消食表第270号）によって、添加物表示における�
「合成」および「人工」の文言が削除されたが、こ
こでは分類の便宜上、使用している。

資料：農畜産業振興機構作成
注１：本稿で取り扱う品目は赤字で示している。
注２：結晶果糖は砂糖由来の原料から製造される場合もある。

図２　甘味料の分類

甘味料 その他の糖 フラクトオリゴ糖、ガラクトオリゴ糖、キシ
ロオリゴ糖、乳果オリゴ糖、大豆オリゴ糖、
ラフィノース、乳糖 など

合成甘味料
アスパルテーム、アセスルファムカリウ
ム、スクラロース、サッカリン など

非糖質系甘味料 天然甘味料
ステビア、甘草（グリチルリチン）、
ソーマチン など

糖質系甘味料

でん粉由来の糖
ブドウ糖、⻨芽糖、結晶果糖、水あめ、異
性化糖、イソマルトオリゴ糖、トレハロー
スなど

糖アルコール ソルビトール、マンニトール、マルチトー
ル、還元水あめ、還元パラチノース、キシリ
トール、エリスリトールなど

砂糖
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２　でん粉由来の甘味料（ブド
ウ糖、結晶果糖、異性化糖）

本稿で取り扱うでん粉由来の甘味料は、ブドウ糖、

結晶果糖、異性化糖である。これらは、糖化製品と

も呼ばれ、近年は日本のでん粉需要全体の約７割を

占めている。

ア　生産量
2024年の生産量は、3021万8000トン（20年

比2.6％増）とわずかに増加し、でん粉由来の甘味

料の中で最大の生産量となっている（図３）。地域

別では、人口増加と経済成長が著しいアフリカ（同

18.3％増）とアジア（同8.8％増）は増加したが、

欧州（同4.6％減）、北米（同3.7％減）は減少した。

最大の生産国である中国を含むアジアは、生産量全

体の約５割を占め、次いで北米が約３割を占めた。

近年の中国では、消費者の嗜
し

好
こう

性の変化とともにベ

ーカリーや飲料市場が拡大している。

29,451 28,325 28,561 29,439 30,218

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

2020 2021 2022 2023 2024

（千トン）

（年）

アジア 北米 欧州 中南米 アフリカ オセアニア

図３　ブドウ糖の生産量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener Research, 
November 2025」

（１）ブドウ糖（グルコースおよびデキストロース）

ブドウ糖は、液体や固体などさまざまな形態で販売され、主に菓子、乳製品、缶詰などの食品用途で使

用される。甘味を添加する目的のほか、つや出しや口当たり調整などの用途で使用されることも多く、単

なる砂糖の代替品ではなく、他の役割も持つ。液体のブドウ糖は固体と比較すると市場規模は大きいが、

価格に対する輸送コストが高く、生産地域内の消費が主となっている。
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イ　消費量
24年の消費量は、3021万9000トン（20年比

2.6％増）とわずかに増加した（図４）。今後もす

べての地域で堅調な需要が続き、30年には3213万

4000トン（24年比6.3％増）とかなりの程度の増

加が見込まれている。地域別では、増産を背景に最

大の消費国である中国を含むアジアが1540万4000

トン（同7.3％増）に達する見込みである。

ウ　輸入量
24年の輸入量は、生産量および消費量の増加に

伴い、497万9000トン（20年比11.5％増）とか

なり大きく増加した（図５）。地域別では、韓国の

輸入増加などによりアジアが133万6000トン（同

52.9％増）、米国とメキシコの輸入増加などにより

北米が82万9000トン（同59.4％増）と、いずれ

も大幅に増加した。一方、24年の輸入量全体の４

割以上を占める欧州は、222万7000トン（同

12.8％減）とかなり大きく減少した。欧州は、生

産量ではアジアや北米に劣るものの、EU域内の取

引が活発である。
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図４　ブドウ糖の消費量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener Research, 
November 2025」

　注：2025年以降の数値は予測値。
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エ　輸出量
24年の輸出量は、497万8000トン（20年比

11.4％増）とかなり大きく増加した（図６）。地域

別では、北米（同33.4％増）とアジア（同74.9％増）

の増加が顕著であった。欧州は、233万9000トン

（同18.2％減）と輸出量全体の４割以上を占めたが、

原材料価格とエネルギー価格の高騰を背景に輸出価

格が急激に上昇したことなどから、全地域の中で唯

一減少した。
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図５　ブドウ糖の輸入量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」
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図６　ブドウ糖の輸出量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」
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ア　生産量
24年の生産量は、58万2000トン（20年比2.6％

増）とわずかに増加した（図７）。地域別では、ア

ジア（同19.6％増）のみ増加となり、欧州（同

10.3％減）や北米（同7.1％減）はいずれも減少し

た。最大の生産国である米国を含む北米は、26万

トンと生産量全体の４割以上を占め、残りを北米以

外の主要生産国である中国、トルコを含むアジアと

欧州が占めた。

イ　消費量
24年の消費量は、58万4000トン（20年比3.2％

増）とやや増加した（図８）。30年には62万5000

トン（24年比7.0％増）とさらなる増加が見込まれ

ているが、米国の消費量減少により、最大の消費地

域である北米は24万4000トン（同1.2％減）とわ

ずかな減少が見込まれている。一方、中国の堅調な

需要により、アジアは24万トン（同18.8％増）と

大幅な増加が見込まれ、30年には北米とほぼ同等

の消費量となる見込みである。
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図７　結晶果糖の生産量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」

　注：中南米、アフリカおよびオセアニアは実績なし。

結晶果糖は、砂糖またはでん粉シロップ原料から製造される甘味料であり、果糖が90％以上の高果糖液

糖を結晶化させたものである。低温であるほど甘みが強まることに加え、低温下でも結晶化しにくいこと

から、アイスクリームなどの冷菓や清涼飲料などの製造に用いられ、異性化糖とは競合関係にある。

（２）結晶果糖
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ウ　輸入量
24年の輸入量は、27万トン（20年比6.9％減）

とかなりの程度減少した（図９）。地域別では、欧

州が14万8000トン（同13.0％増）とかなり大き

く増加し、輸入量全体の５割以上を占めた。欧州以

外では、北米ではメキシコ、アジアでは日本で一定

の輸入量があったものの、両地域とも大幅に減少し

た。
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図８　結晶果糖の消費量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener Research, 
November 2025」

　注：2025年以降の数値は予測値。
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図９　結晶果糖の輸入量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」
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エ　輸出量
24年の輸出量は、26万8000トン（20年比7.9％

減）とかなりの程度減少した（図10）。地域別では、

欧州が16万6000トン（同5.1％増）とやや増加し、

輸出量全体の６割以上を占めた。欧州の主要輸出国

であるトルコは、24年に10万6000トンを輸出し、

欧州全体の６割以上を占めた。

ア　生産量
HFCS42およびHFCS55の生産量は、いずれも

アジアと北米に生産が集中している。

24年のHFCS42の生産量は、630万6000トン

（20年比3.6％減）とやや減少した（図11）。地域

別では、唯一生産量が増加したアジア、20年並み

の生産量となったオセアニア以外はいずれも減少と

なった。最大の生産国である米国を含む北米は、生

産量全体の約５割を占め、主要生産国の中国や日本

を含むアジアが３割以上を占めた。

24年のHFCS55の生産量は、1346万7000ト

ン（同7.7％増）とかなりの程度増加した（図12）。

HFCS55は異性化糖の主要品目として、22年以降

はHFCS42の２倍以上の生産量で推移している。

地域別では、北米とオセアニアを除く全地域が増加

見込みであり、そのうち、中南米（同39.4％増）、

欧州（同20.9％増）およびアジア（同16.6％増）は、

いずれも大幅な増加が見込まれている。最大の生産

国である米国を含む北米は、生産量全体の５割以上

を占め、主要生産国の中国や日本を含むアジアが４

割以上を占めている。
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図10　結晶果糖の輸出量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」

注１：2021年以降の中南米は千トン未満。
注２：オセアニアは千トン未満。

異性化糖（HFCS：High-fructose corn syrup）は、ブドウ糖と果糖が混合した液状の糖である。異性

化糖の開発当初に製造されたHFCS42（果糖分42％）は、甘味が不十分であるとの理由でその消費量は多

くなかった。その後、1970年代に甘味の強いHFCS55（果糖分55％）が開発されると、砂糖に比べて安

価であったことから大手の飲料メーカーが砂糖の代替品として使い始め、清涼飲料の消費拡大に伴い

HFCS55の消費量も増加した２）。

（３）異性化糖
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イ　消費量
24年のHFCS42の消費量は、630万8000トン

（20年比3.6％減）とやや減少した（図13）。30年

には639万8000トン（24年比1.4％増）とわずか

な増加が見込まれているが、20年比で見ると、2.2％

減と長期的には減少が見込まれている。地域別では、

米国の消費量減少により、最大の生産および消費地

域である北米が292万7000トン（同1.1％減）と

わずかな減少が見込まれている。これに対し、アジ

アは中国の堅調な需要により、236万8000トン（同

3.7％増）とやや増加が見込まれているものの、20

年から24年までの増加率と比較すると増加率は減

少傾向にあり、消費の鈍化がうかがえる。

24年のHFCS55の消費量は、1346万5000ト

ン（20年比7.7％増）とかなりの程度増加し、30

年には1435万8000トン（24年比6.6％増）とか

なりの程度増加が見込まれている（図14）。地域別

では、欧州を除く全地域で増加見込みである。
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図11　HFCS42の生産量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」
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図12　HFCS55の生産量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」

　注：オセアニアは実績なし。
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図13　HFCS42の消費量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener Research, 
November 2025」

　注：2025年以降の数値は予測値。
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ウ　異性化糖需要の変化
異性化糖は、砂糖の代替品であるため、需要は米

国や中国などの清涼飲料の需給動向に大きく左右さ

れる。最大の市場である米国では、消費者の嗜好の

変化や異性化糖に対する否定的な認識により、近年

では使用量が横ばいまたは減少傾向にあり、この状

況は今後も続くと見込まれている。一方、中国では、

国内の砂糖価格が世界的にも高い水準にあり、

HFCS55は砂糖と比較して安価な代替品として利

用されている。

また、欧州では、17年９月30日に砂糖および異

性化糖の生産割当を含む砂糖および異性化糖に関連

する諸制度の改革が実施されたことで、当時は異性

化糖が砂糖から大幅な市場シェアを奪うとの見方が

あった。しかし、その後の砂糖価格の低迷により、

最終消費者が異性化糖へ切り替えるだけの動機が得

られなかったため、これは実現しなかったとされて

いる。

エ　輸入量
異性化糖の輸出入は、HFCS42が欧州で、HFCS�

55が北米でそれぞれ活発である。

24年のHFCS42の輸入量は、49万5000トン（20

年比23.3％減）と大幅に減少した（図15）。地域

別では、アジア（同22.9％増）が唯一の増加となり、

輸入量全体の６割以上を占める欧州（同24.2％減）、

２割を占める北米（同14.7％減）は減少となった。

その結果、輸入量全体も減少傾向となった。

24年のHFCS55の輸入量は、226万5000トン

（同29.8％増）と大幅に増加した（図16）。地域別

では、アジア（同79.7％増）、欧州（同15.9％増）

は増加した。北米も143万7000トン（同22.6％増）

と大幅に増加し、輸入量全体の６割以上を占めた。
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図14　HFCS55の消費量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener Research, 
November 2025」

　注：2025年以降の数値は予測値。
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オ　輸出量
24年のHFCS42の輸出量は、49万3000トン

（20年比23.4％減）と輸入量と同様に大幅に減少

した（図17）。地域別では、欧州（同27.5％減）と

北米（同18.6％減）が大幅に減少したが、アジア

は６万3000トン（同65.8％増）と大幅に増加した。

アジアでは、中国の輸出量が増加傾向にあったが、

欧州では、主要輸出国であるハンガリーやベルギー

の輸出量が減少傾向にあり、北米では、最大の生産

国である米国の輸出量減少が大きく影響した。

24年のHFCS55の輸出量は、226万7000トン

（同30.0％増）と大幅に増加した（図18）。地域別

では、アジア（同82.0％増）と欧州（同19.1％増）

のほか、北米も146万1000トン（同21.6％増）

と大幅に増加した。アジアでは、HFCS42と同様

に中国が大きく輸出量を伸ばし、北米では、近年低

迷していた米国産HFCS55のメキシコ向け輸出が

24年に132万6000トン（23年比55.8％増）と大

幅に増加した結果、輸出量全体が押し上げられた。
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図15　HFCS42の輸入量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」
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図16　HFCS55の輸入量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」
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図18　HFCS55の輸出量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」

　注：20年から23年までのオセアニアは千トン未満。
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図17　HFCS42の輸出量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」

　注：22年および24年のオセアニアは千トン未満。
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（４）　輸出入価格
でん粉由来の甘味料の輸出入価格は、2020年か

ら24年までいずれの品目も上昇傾向となった。（図

19、20）

ブドウ糖は、原材料価格とエネルギー価格の高騰

により、22年以降は上昇した（（１）のエ参照）。

23年は、最大の輸出入地域の欧州が前述の要因に

加えて砂糖価格の上昇を背景に高騰し、相場全体を

引き上げた。24年は原材料価格とエネルギー価格

の下落に伴い、輸出入価格も下落した。

結晶果糖は、ブドウ糖や異性化糖に比べて製造コ

ストが高く、その点が輸出入価格にも反映されてい

る。直近５年間では23年に最高価格を記録したが、

同年は価格高騰の影響で消費量も減少した。

HFCS42およびHFCS55の価格は、おおむねブ

ドウ糖の輸出入価格と連動し、原材料価格とエネル

ギー価格の高騰が輸出価格を上昇させた。
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図19　でん粉由来の甘味料の輸入価格

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」

　注：�各地域（アジア、北米、欧州、中南米、アフリカ、オセアニア）
の平均輸入価格を基に算出。
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図20　でん粉由来の甘味料の輸出価格

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」

　注：�各地域（アジア、北米、欧州、中南米、アフリカ、オセアニア）
の平均輸出価格を基に算出。
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コラム　食品添加物としての高甘味度甘味料
１　高甘味度甘味料の概要
本稿で取り扱う甘味料の他にも世界にはさまざまな甘味料がある。本コラムでは、砂糖税の導入のほか、

「ノンシュガー」、「シュガーレス」などをうたう商品（コラム注１）の増加を背景に注目が高まる高甘味度甘味料

について取り扱う（コラム−表）。

高甘味度甘味料は、１グラム当たりの熱量が砂糖と同程度または０キロカロリーであるが、甘味度（コラム注２）

の強さから砂糖よりも少量でより強い甘みを出すことが可能である１）。加えて、高甘味度甘味料は熱に安定

的で水に溶けやすいため、ダイエット清涼飲料などの飲料や、ガムや錠菓などの菓子類で多用されている１）。

砂糖などの代替甘味料として使用されるほか、食品に対する風味を増強するエンハンス効果や苦味などを抑

えるマスキング効果を目的としての使用もある。なお、本文の図２で示した「でん粉由来の甘味料」、「その

他の糖」および「糖アルコール」は、比較的砂糖に近い甘味度を有することから、低甘味度甘味料と呼ばれ

ることもある。

（コラム注１）�糖類に関する栄養強調表示の詳細については、『砂糖類・でん粉情報』（2025年10月号）「糖に関する表示
について～新たな食品表示基準の下で～」＜https://www.alic.go.jp/joho-s/joho07_003409.html＞
をご参照ください。

（コラム注２）砂糖の甘味を「１」とした時の甘味倍率。

コラム−表　高甘味度甘味料の概要

名称 概要 主な用途 甘味度
1グラム
当たりの
カロリー

アスパルテーム

アスパラギン酸とフェニルアラニンという２種類のアミノ
酸が結合した甘味料。砂糖に近い柔らかい甘味を有する。
浸透圧が低く、食品への浸透性があるため、砂糖と比べて
甘味の染み込みが速いとされている。日本では1983年に
食品添加物として認定された。

飲料、菓子類など 200 4

アセスルファム
カリウム

ジケテンとスルファミン酸を原料として合成された甘味
料。甘味の発現が早く、後味があまりない。他の甘味料と
の併用により、相乗的な甘味度の強化と甘味質の向上等が
得られるという特徴を持つ。日本では2000年に食品添加
物として認定された。

飲料、菓子類、粉末スー
プ、漬物など 200 0

サッカリン
トルエンをスルフォン化し、さらにアミノ化、酸化して製
造される。日本では1948年にサッカリンナトリウムが、
1961年にサッカリンが食品添加物として認定された。

チューインガム（サッカ
リン）、漬物、佃煮、魚
肉練り製品など（サッカ
リンナトリウム）

300 0

シクラメート
（チクロ）

サイクラミン酸とも呼ばれる甘味料である。日本では
1956年に食品添加物として認可されたものの、安全性の
観点から1969年に使用禁止となった。中国、EU圏では使
用が許可されているが、米国や日本では現在も使用が許可
されていない。

飲料、菓子類、缶詰など 30 0

https://www.alic.go.jp/joho-s/joho07_003409.html
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３　糖アルコール（ソルビトー
ル、マンニトール）

本稿で取り扱う糖アルコールは、ソルビトールと

マンニトールである。日本では、ソルビトールと還

元水あめの２品目が糖アルコール需要の約８割を占

める。マンニトールは、医薬品分野で需要が堅調で

あるが、使用制限があることなどから、食品分野に

おける需要はわずかである。

スクラロース

砂糖（ショ糖）の三つの水酸基を塩素原子に置換すること
により生成された甘味料。砂糖に似た柔らかい甘味を有す
るが、砂糖の600倍という強い甘味度を持つ。日本では
1999年に食品添加物として認定された。

飲料、菓子類、菓子パン、
冷菓など 600 0

ステビア
南米原産のキク科の多年生草本であるステビアの乾燥葉中
に含まれる甘味成分である。日本では1996年に食品添加
物として認定された。

飲料、菓子、即席めん、
漬物、佃煮など 200 4

資料：�一般財団法人食品環境検査協会「食品添加物甘味料について」、伊藤汎、小林幹彦、早川幸男「食品と甘味料」、藤井正美「高甘味度甘味料
スクラロースのすべて」、調査情報部「平成27年度甘味料の需要実態調査の概要～人工甘味料（アスパルテーム、アセスルファムカリウム、
スクラロース）～」（『砂糖類・でん粉情報』2016年８月号）により農畜産業振興機構作成

２　食品添加物としての高甘味度甘味料
高甘味度甘味料は、食品衛生法で規制されている食品添加物であり、他の食品添加物と同じように使用基

準が定められている。日本では、消費者庁が食品添加物の安全性について食品安全委員会による評価を受け、

人の健康を損なうおそれのない場合に限り、成分の規格や使用の基準を定めた上で使用を認めており、同様

に海外でも国などによる安全性の確認が実施されている。そのため、サッカリンのように日本では食品添加

物として使用が許可されている品目でも、中国や韓国では使用が許可されていないなど、国ごとに規制内容

が異なる場合も多く、各国の状況については最新の情報を確認する必要がある。

また、世界保健機関（WHO）が23年５月に「非糖質系甘味料（NSS：non-sugar sweeteners）の使

用に関するガイドライン（Use of non-sugar sweeteners：WHO guideline）」を公表し、「体重のコン

トロールやNCDsのリスクを減らすためにNSSを使用しないように」という提言がなされた。これに対して、

消費者庁の食品衛生基準審議会添加物部会は、日本でのNSSの使用状況を踏まえ、日本では「NSSの各食

品添加物の規格基準を改正する必要はないと考える４）」としている。さらに、有識者の中には、本ガイドラ

インは、「グレードの低いおよび極めて低い根拠に基づいて条件付きの助言をしている５）」ものであり、「日

本は所得水準の高い先進国ではあるが欧米とは肥満や食環境は相当異なり、WHOガイドラインがあてはま

らない状況がよくある５）」という声もある。こうした高甘味度甘味料を含むNSSについてのさまざまな議

論は世界各地で巻き起こっており、引き続きその動向が注目される。
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ア　生産量
24年の生産量は、277万8000トン（20年比

0.6％増）とわずかに減少した（図21）。地域別では、

アジアが181万9000トン（同2.7％増）とわずか

に増加し、生産量全体の６割以上を占めた。アジア

では、中国が129万トンとアジア全体の７割以上

を占め、アジアに次ぐ生産地域である欧州は、フラ

ンスが27万トンと欧州全体の５割以上を占めた。

イ　消費量
24年の消費量は、277万8000トン（20年比

0.6％増）とわずかに増加した。30年には人口増加

と経済成長を背景に308万8000トン（24年比

11.2％増）とかなり大きな増加が見込まれている

（図22）。地域別では、アジアが185万5000トン（同

12.3％増）とかなり大きな増加が見込まれている。

アジア以外の地域も堅調な需要が見込まれる中、北

米は米国での需要減少により、34万8000トン（同

0.5％減）とわずかな減少が見込まれている。
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図21　ソルビトールの生産量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」

　注：アフリカおよびオセアニアは実績なし。

ソルビトールは、ブドウ糖を原料として水素添加により得られる糖アルコールである３）。たんぱく質や

アミノ酸と加熱しても変色しないことや、消化・吸収されにくいなどの性質を持つことから、低カロリー

甘味料として加工食品などに使用されている６）。また、虫歯の原因になりにくいという特徴もある３）。形状

は液体と固体（結晶）の２種類があり、液体は幅広い用途に利用され、生産量も多いが、固体は生産量が

少なく、液体と比較すると価格も高い。

（１）ソルビトール
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ウ　輸入量
24年 の輸入量は、94万6000ト ン（20年 比

21.0％増）と大幅に増加した（図23）。地域別では、

アジアが41万3000トン（同35.0％増）および欧

州が34万8000トン（同12.6％増）と増加した。

世界有数の輸入国である日本は、23年以降、年間

10万トン以上を輸入しており、アジアの輸入量増

加の一因となった。
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図22　ソルビトールの消費量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener Research, 
November 2025」

　注：2025年以降の数値は予測値。
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図23　ソルビトール輸入量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」
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エ　輸出量
24年 の輸出量は、94万6000ト ン（20年 比

21.0％増）と大幅に増加した（図24）。地域別では、

中国やインドの輸出増加により、アジアが58万ト

ン（同42.9％増）と大幅に増加したが、欧州は33

万7000トン（同0.3％減）と20年並みであった。

ア　生産量
24年の生産量は、22万3000トン（20年比8.3％

増）とかなりの程度増加した（図25）。地域別では、

アジアが13万トン（同18.2％増）と大幅な増加と

なり、生産量全体の約６割を占めた。一方、北米（同

9.1％減）および中南米（同5.6％減）は減少した。

最大の生産国である中国がアジアのほぼ全量を生産

し、フランスが欧州全体の６割以上を占めた。
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図24　ソルビトール輸出量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」

　注：オセアニアは千トン未満。

マンニトールは、ソルビトールの異性体（ソルビトールと同じく、六つの炭素原子を持つ糖アルコール

であるが、その結合部位が異なる）である。自然界に広く存在し、乾燥した海藻や干し柿、きのこなどに

含まれる７）。他のでん粉由来の甘味料と異なり、基本の形状は粉末である。主な用途は、医薬品や菓子で

あるが、水への溶解度が非常に低いため、食品への応用範囲は限られている。日本では、ふりかけ類、あ

め類、佃煮など一部の対象食品に限った添加物として、使用基準が定められている。

（２）マンニトール
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イ　消費量
24年の消費量は、22万2000トン（20年比7.8％

増）とかなりの程度増加し、さらに、30年には24

万8000トン（24年比11.7％増）とかなり大きな

増加が見込まれている（図26）。地域別では、最大

の生産地域であるアジアが15万2000トン（同

20.6％増）と大幅な増加が見込まれているが、ア

ジア以外の地域は、いずれも24年の消費量が据え

置かれている。
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図25　マンニトールの生産量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」

　注：アフリカおよびオセアニアは実績なし。
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図26　マンニトールの消費量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener Research, 
November 2025」

注１：2025年以降の数値は予測値。
注２：オセアニアは実績なし。
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ウ　輸入量
24年の輸入量は、６万1000トン（20年比

29.8％増）と大幅に増加した（図27）。地域別では、

アジアが２万3000トン（同27.8％増）、欧州が

２万2000トン（同37.5％増）といずれも大幅に

増加した。国別では、アジアではインドが１万トン、

日本が5000トンを輸入し、欧州ではフランス、ド

イツ、イタリアが継続的に数千トンを輸入している。

エ　輸出量
24年の輸出量は、６万2000トン（20年比

31.9％増）と大幅に増加した（図28）。地域別では、

アジアが２万7000トン（同2.1倍増）と大幅に増

加し、欧州が２万9000トン（同11.5％増）とか

なり大きく増加した。21年まではアジアと欧州の

輸出量に２倍ほどの差があったものの、欧州は20

年から24年までの平均と比較して1000トン程度

の増加にとどまっており、アジアと欧州の差が縮ま

っている。
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図27　マンニトールの輸入量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」

　注：オセアニアは千トン未満。
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図28　マンニトールの輸出量

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」

注１：�2020年のアフリカは千トン未満。2021年以降のアフリカは
実績なし。

注２：オセアニアは実績なし。
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オ　輸出入価格
糖アルコールの輸出入価格は、2020年から24

年まで両品目とも上昇傾向となった。（図29、30）

ソルビトールは、すべての地域で輸入価格が上昇

し、輸出価格は北米を除くすべての地域で上昇した。

特に、23年は欧州の輸出価格により急騰した。24

年の輸出入価格が最も安い地域はアジアであった。

マンニトールは、ソルビトールと比較して製品単

価も高く、市場が小さいため、各地域の輸出入量の

大きさによって価格が大きく左右される。24年の

輸出入価格は、原材料価格とエネルギー価格の高騰

により上昇し、輸出入実績のあるすべての地域で輸

出入価格が上昇した。

おわりに
2020年から24年までの砂糖以外の甘味料は、

新型コロナウイルス感染症の流行など消費減退の流

れもあった中、異性化糖のHFCS42以外の品目に

おいて生産量が増加した。消費量の増減はおおむね

生産量に連動し、20年から24年までの消費量は、

HFCS42以外の品目において増加見込みとなってい

る。生産および消費量が減少傾向にあるHFCS42

は、最大の市場である米国において、消費者の嗜好

の変化や異性化糖に対する否定的な認識により、近

年使用量が横ばいまたは減少傾向にあることが大き

く影響する結果となった。30年までの消費量予測

では、北米が主に米国におけるHFCS42、結晶果

糖およびソルビトールの消費量減少により減少予測

となったが、アジアは中国が牽
けん

引する形で品目を問

わず需要が堅調と見込まれ、増加予測となった。ま

た、輸出入価格は、原材料価格とエネルギー価格の

高騰により、いずれの品目も上昇傾向となり、24年

はやや落ち着きを見せたものの、依然として高い水

準にある。

砂糖を含む甘味料の需給動向の変化は、人口増加、

所得水準、健康への懸念および砂糖税の導入有無な

ど複数の要因が絡んでおり、一つの要因に限定する

ことは難しい。本稿で紹介した甘味料の中には、各

品目が異なる特性を持つことから、砂糖の代替品と
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図29　糖アルコールの輸入価格

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」

　注：�各地域（アジア、北米、欧州、中南米、アフリカ、オセアニア）
の平均輸入価格を基に算出。
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図30　糖アルコールの輸出価格

資料：�GlobalData UK Ltd.「Global Non Sugar Sweetener 
Research, November 2025」

　注：�各地域（アジア、北米、欧州、中南米、アフリカ、オセアニア）
の平均輸出価格を基に算出。
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して単に甘味付与以外を目的として使用される場合

も多く、世界的な流れとして砂糖消費に抑制的な傾

向が強まる中、その動向については今後も注視して

いく必要がある。
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